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[要旨] 繊毛虫の翻訳終結因子（eRF1）の終止コドン認識能力は，他の真核生物と比べて独特で，三つの終止コドンをすべて

認識する種は少ない。今回の研究では，Euplotes raikovi eRF1 の終止コドン認識能力を調べ，さらに，今までの研究結果から，

繊毛虫 eRF1 の 128 番目のアミノ酸残基が終止コドン認識に深く関わっていることがわかっているので，E. raikovi eRF1 の 

128 番目のアミノ酸残基に変異を導入し，ヒト eRF1 のドメイン 2-3 とのキメラ eRF1 を作製して，この変異による認識能力

の変化を酵母での相補性試験と dual-luciferase assay で調べた結果を報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




